	開催セミナー

	第59回　農楽マッチ勉強会

	日　時
	2017年12月17日 (日)

　　13:30～16:00
	場　所
	大阪市立総合生涯学習センター

	講　演　者

	　農家（大和郡山市）　乾 忠記　氏　　　JA全農　伊東 悠太郎　氏

	タイトル
	若手2名から農業の現状について学ぼう

	内容
	乾 忠記　氏
奈良県郡山市で25歳の時に結婚され就農されました。農業の中で子供を育てたいとの思いで、特に食育活動に熱心に取り組まれており、保育園や小学校の子供たちを圃場に招いて収穫体験等を無償で実施されています。
また、地元に昔からあるため池を農業を守ると同時に水害から地域の財産、生命を守るために利用できないかなど、広く地域のために活動をされています。
そのほか４Hクラブの活動などを通し非常に活発に動いておられ、高い評価を得ておられます。
お話の途中で手塩にかけて育てられたイチゴ（アスカルビー）を試食させていただきました。（たいへん美味しかった）
質疑応答ではナフィックの活動について、イチゴやトマトの採算が取れるまでの経過について、農業を選んだ理由、等々活発に質問がだされました。
　伊東 悠太郎　氏
富山県砺波市のご出身で、現在は全農のお仕事で東京・富山そして全国を飛び回っておられます。
「事業承継」は農業のみならず、全ての経営体の問題であり休廃業、解散が増加しており、中でも農業の家族経営は、1日に185の経営体が消滅していき、20年後（2036年）には29県で消滅するとのデータには驚かされました。
半数以上の農家さんに後継者がいないとの危機的な状況の中、後継者（息子）との話し合いのきっかけとなる重要なツールとして作成された「事業承継ブック」を活用されています。
農家さんの事業承継という、我が国の将来の食糧事情を左右するような非常に重たい問題を冷静にデータ分析し、解決への道筋をしっかりたてて活動されていることが伝わりました。

「農家の子供は実家を継ごう！」「経営者（親）の最後の仕事はバトンパス」
シンプルで大切な言葉と思います。
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